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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、βアドレナリン受容体ファミリーに属し、Gタンパク質の作用を介してカテコールアミン誘導性アデニル酸シクラーゼ活性化を媒介する。この受容体は主に脂肪組織に局在し、脂肪分解および熱産生の調節に関与する。[RefSeq提供、2009年2月],機能：βアドレナリン受容体は、Gタンパク質の作用を介してカテコールアミン誘導性アデニル酸シクラーゼ活性化を媒介する。β3は脂肪分解および熱産生の調節に関与する。,多型：変異体Arg-64は体重増加（肥満）と関連していると考えられ、またインスリン非依存性糖尿病（NIDDM）の感受性にも関連している。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：主に脂肪組織で発現する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;エンドサイトーシス;
	画像データ
	

	ADRB3抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のAR-β3ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：1000希釈のAR-β3ポリクローナル抗体を用いた22RV1細胞のウエスタンブロット解析

